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■ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　当社は、ダイキン工業株式会社の代理店として、空調を核とし、その関連設備機器の販売、

設計・施工、メンテナンスまで一貫した体制で事業を運営しております。

昭和４１年創業以来、「誠実・技術・堅実」を経営理念に、お客様第一の姿勢に徹し、多く

のお客様に信頼を得て、設備の専属パートナーとしてお客様の将来の利益を踏まえた提案を

行い、問題解決のお手伝いをしております。

近年は、機能面はもちろん、コスト面、環境面、安全面に配慮した製品のニーズが高まって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きております。メーカーと一体となり、設計・施工、メンテナンスの全般にわたって、総合

的な設備診断を行って、お客様にご満足いただける最適なシステムをご提案申しあげており
ます。

是非、ご愛顧賜りますよう、お願い申し上げます。

＜基本理念＞
私たちは、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が、
地球上に生きる私たち人類共通の重要課題と考えています。
私たちは、空調その他関連設備機器事業を通じて、環境負荷の低減と、環境に配慮し
た製品の販売並びに施工・サービスを目指し、三じつ主義（誠実･技術･堅実）に則り、
全社一丸となって自主的・積極的に環境への取組を進めてまいります。

　環境保全への行動指針

＜行動指針＞
１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

① 資源及びエネルギーの消費を適正化し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

１．電力及びガスの使用量の削減

２．資源（ガソリン）使用量の削減

② 廃棄物の削減及び再資源化の推進に努めます。

１．一般及び産業廃棄物の分別の徹底

２．紙廃棄物の削減（電子媒体活用によるペーパーレス化推進等）

３．３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進

③ 水使用量の削減に努めます。

④ 事務用品のグリーン購入を拡大します。

⑤ 環境に配慮した製品の販売、施工、サービスの推進を図ります。

⑥ 事業所周辺の清掃活動を積極的に行い、地域の環境改善に貢献します。

２．本方針や環境関連法規制を全従業員に周知徹底を図り、遵守します。

３．環境教育、地域活動などを実施し、全従業員の環境方針への理解と

　　環境意識の向上に努めます。

環境経営方針

制（改）定日：

城陽ダイキン空調株式会社

2022年6月1日

代表取締役社長
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（１） 名称及び代表者名
城陽ダイキン空調株式会社
代表取締役社長　竹下　洋文

（２） 所在地
大阪府大阪市東成区玉津１丁目１０番３０号
大阪府堺市堺区中之町西２丁２番２４号

神戸営業所 　　　　　　　   兵庫県神戸市中央区加納町4-4-17　　ニッセイ三宮ビル13階兵庫県神戸市中央区加納町４-４-１７　ニッセイ三宮ビル13階
京都営業所 　　　　　　　   京都府京都市伏見区竹田真幡木町129京都府京都市伏見区竹田真幡木町１２９
奈良営業所 　　　　　　　   奈良県奈良市三条添川町９番１３号奈良県奈良市三条添川町９番１３号

*本社においては本館と分室が存在するが、互いに至近距離にあり、
また、 日常業務でも区別していないため、エコアクション21の活動においても、
本館と分室を一括して本社とする。

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 石本　善之 TEL：06-6972-3801
担当者 総務部 沢田　正樹　 〃

松田　歩実 〃
（４） 事業内容

冷暖房機器の卸売及び施工管理

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　名 名 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 城陽ダイキン空調株式会社
対象事業所： 本社（分室を含む）

南大阪営業所
神戸営業所
京都営業所
奈良営業所

対象外： なし サイト
活動： 冷暖房機器の卸売及び施工管理

□事業の紹介

◎ ルート販売（ダイキン工業株式会社認定の特工・特約販売様、電材卸店様等）
　 培った豊富な経験と実績で、幅広い商品をお客様に提案し、合理的で快適な環境づくりを

お手伝いします。
幅広いラインアップの冷暖房空調システムを取り扱っています。

◎ 空調設備等の設計　工事施工
    店舗・ビル・事務所・工場・住宅など幅広い建物を対象に空調設備等の設計・施行を行っています。
    豊富な経験・ノウハウと、安全・高品質管理を信念に工事のベストを尽くします。
    また、安全管理を徹底し、施工業者に対して効率的に施工を行っています。

◎空調全般の修理・保守・メンテナンス
    お客様の快適環境をつくるため､不具合や故障を未然に防ぎ、設備の延命化をはかります。
   万全のアフターフォローでニーズにお応えし、メンテナンスサービス力と技術力を駆使して対応します。

組織の概要

南大阪営業所

952
68

南大阪(営)
22

509 151

本社

31

京都(営)奈良(営)
9

232

神戸(営) 合計
5

264
109

2108
5

9,146

本社（分室を含む）
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更新日：

環境経営組織及び役割・責任・権限

部署長

　環境事務局
沢田 正樹、松田 歩実

特販営業部
特販営業部

下鶴  央展

本社
(分室含む)

特販営業部・サービス部長

植松　忠昭

森元 哲也
EA21推進委員会

委員：部署長 技術部長
技術部

佐伯 孝典

2023年3月31日

社　長 環境管理責任者 サービス部
サービス部

竹下 洋文 石本 善之 今井 章夫

工事部長 工事部
工事部

井出 雅人 小山 正男

第二営業部長 山根 俊幸
冨尾 規敬

南大阪
営業所

南大阪営業所
南大阪営業所

有山 友章

業務部長
業務部

谷本 和義

総務部長 総務部
総務部

加藤 孝之 沢田  正樹

第一営業部長 営業課
営業課

奥村 健一 中山 真伸

会　長

澄川　秀幸

小菅 一弘

奈良
営業所

奈良営業所
奈良営業所

第三営業部長 寺坂 伸也
日永田 賢一

京都
営業所

京都営業所
京都営業所

田水 浩二郎

野原 康嗣

神戸
営業所

神戸営業所
神戸営業所
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・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成、環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への
　送付）

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・会社周辺地域の清掃活動への参加

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員

部 署 長
(EA21推進委

員)

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術
者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認、環境活動レポートの承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理、
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・年間活動計画/実績記録表を承認、各手順書の内容の承認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認
・各部門の問題点の発見･是正･予防処置の実施の確認

環境事務局

代表者（社長）

役割・責任・権限
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単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※負荷の実績は工事現場を含む

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

✕
✕
✕
✕
✕
✕
×

×

〇

247,785

（基準値)

575

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績
2020年 2022年

2020年

　一般廃棄物排出量 8,711 8,364

10%

133 119 131

204,598 197,124

0.022

kg-CO2 74,806 71,814

評
価

㎥

行動目標（次項による）

‐

632

エコ製品の販売推進

水道水の削減

事務用品購入

FiveStarZEAS

フロンの適切な回収と破
壊

SA比率

台

93%

事務用品のグリーン購入

円

基準年度比

基準年度比

ガソリン
（ℓ）

基準年度比

kg-CO2

㎥
都市ガスによる二酸化炭
素削減

81,440

kg

産業廃棄物の削減

一般廃棄物の削減

基準年度比

kWh

237,383

（目標）
2023年

2021年 2022年

168,074

2024年

204,598

（目標）

57 63

75,739

130
0.023

71,814

82%
62

（実績）

96%

175,842
75%

175,842

（目標）

96%
69,191

93%

71,814
96%92%

水使用量

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

72,394

63

76,554

177,731

89%

75,739

709

204,598213,123電力による二酸化炭素削
減

619

項　目 2020年

二酸化炭素総排出量

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後）
　　　　0.351 kg-CO2/kWh

※関西電力【A0272】R２年度実績 R4.7.14一部追加・更新（F）を使用。

22,380

7,927

237,383

0.024 0.023

2020年 84%
76

264,040 249,678

158

83%

0.023

247,787

255,183

　産業廃棄物排出量

0.351 0.351

25,47018,630

632

264,040

0.351

廃棄物排出量
9,152

26%55%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

基準年度比 2020年 91% 105%
kg 8,712

22,380
120%基準年度比 2020年

9,152

kg 18,630

279,713

10%
SA(業務用空調機)

破壊量/回収量

8%

1,672

10%

‐

‐ 1,672

100%

‐ 10,995

‐回収量 ‐

‐

‐
876 ‐

55%
1,071,684 ‐

‐ ‐

‐

‐

‐

100% 100% 100%

グリーン購入

グリーン比率

18,257

売上高原単位

98%

kWh/千円

2020年 94%

自動車燃料の削減 kg-CO2 189,076

7,927

18,257

588 619
91%

91%
7,927

‐

‐

581

55%

98%

‐

91%
18,257

98%

2020年 93% 98% 92%

破壊量
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数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

・クールビズの実施

　（取組期間５月～１０月）

　室温２８℃設定を目安に空調を管理、また男性は脱上着、

　ノーネクタイでの勤務、女性は男性に準ずる軽装で勤務を

　行っている。

　本格的に取組開始した５月以降では３０％増加となっており、

　取組の成果が出ていなかった。

　夏場は繁忙期であり、それに伴い残業時間が増えてしまった事が

　未達成の原因だと考えられる。

2020年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

・夏場はお茶を沸かす等でガスの使用が使用頻度が高くなるが、
   無駄に使用することのないように全社員が意識している。

2020年

2022年

自動車燃料の削減

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

・不要な荷物を積んだまま運転しない

14,812

4 4

・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値の維持

１１月

19,22117,706

○

１０月

4

2 4

〇

２月

22,900 20,008

１１月１０月

17,771

12,317 19,907

・意識して使用軽減に取り組む

13,687

・業務の効率化を図り、残業時間を減らす

６月

23,957

△

・エコドライブ等の運転方法を励行
○

○

・社用車の効率的な使用を徹底する

13

〇
上期では、単月で未達のところもあったが、累計は目標数値
を下回ることができた。
引き続き、社用車に不要な荷物を積んだまま運転しないこと
や、効率の良い営業ルートを心がけ、来期では単月全てで達
成していきたい。

3

・近距離の用務には公共交通機関を利用する

数値目標

8

△

3

８月

○

○原単位目標

７月６月５月

○

数値目標

８月

1 4 0

5

４月 ５月 ７月

6

・冬季以外の給湯停止

数値目標

・パソコン、コピー機などの省電力設定化

△

達成状況

○

△

達成状況

・定期的なエアコンのフィルター清掃、交換

取り組み計画

達成状況

・空調の適温化を徹底（冷房28℃、暖房20℃程度）

４月

16,526 12,236 15,109

９月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4

１２月 １月

11,416

・啓発ラベルやステッカーを掲示する △

11

○

達成状況

4 12

取組結果とその評価

〇

14,831 11,934

5

単月、累計ともに目標達成することができた。
夏場は麦茶を沸かすことが増えてくるので、使用時には削減
を意識し、来期でも目標達成に向けて取組みを継続してい
く。

0 9 8

取組結果とその評価、次年度の取組内容

14,266 18,264

３月

18,068

取組結果とその評価、次年度の取組内容

１月

12,823

単月では未達のところもあったが、累計では達成することが
できた。特に夏場の繫忙期が電気使用量が増加しているの
で、エアコンの設定温度やパソコンの電源をきちんと消灯で
きているか等、来期でも再度徹底していく。

９月 １２月

21,195

21,744

7

18,737

12

20,812

３月２月

0

10,000

20,000

30,000

電力（kWh） 2020年 2022年

0

5

10

15
都市ガス（㎥） 2020年 2022年
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・カタログ等の不要な荷物を積んだまま社用車を使用しない等、

　エコドライブに適した運転方法を励行している。

・外出先に応じて、社用車と公共交通機関を使い分けている。

・効率のよい営業ルートを心掛け、無駄なガソリンの使用を

　控えている。

2020年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

・回覧資料をデータ化し、ペーパーレスを心掛けている。

・資料に応じて両面印刷に設定、また不要になった裏紙を積極的に

 　利用し、無駄な紙の使用を抑えている。

・ミスコピーを防ぐ為、複合機の使用後は、常にリセットを

　行っている。

2020年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

・工事での産廃は、分別廃棄を徹底している。

2020年

2022年

水道水の削減

数値目標

１１月 １２月

900

✕

1,472

５月 ６月 ９月

1,740 4003,125

〇

４月

月別・累計共に目標未達となった。
来期でも分別廃棄を徹底し、リサイクルに努めていく。

2,276

数値目標 ✕

1,150 435

1,400 1,725 2,310 1,951 2,190

７月 ８月
2,005 1,825

達成状況

3,657

手洗い・うがい等、水道を使用する頻度が高くなり、目標未
達となった。
日頃より節水の意識を持ち、来期では目標達成につなげてい
きたい。

600 2,382

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△
・手洗い、洗い物時における節水の励行
・啓発ラベルやステッカーを掲示する

1,850 6005003,977840

・両面や２枚焼きによる印刷、コピーの徹底

・使用済み用紙などの裏紙利用

560 953 916 710

・分別廃棄を徹底し、できるだけﾘｻｲｸﾙに努める

・機器等の故障時は修理等により長期使用を図る

・ﾏｲ箸、ﾏｲｶｯﾌﾟ、ﾏｲ水筒、ﾏｲﾊﾞｯｸﾞを使用する

数値目標

４月

5,566 5,699 8,582 7,491

△

達成状況

✕

7,843

○

〇

・分別回収ボックスにより、ごみの分別を徹底 ○

888

５月

・会議資料などの書類簡素化、ペーパーレス化

７月

832

６月

△

達成状況

909

721 853 764

○
○

８月

４月 ５月 ６月

5,480

4,951 5,272

１１月８月
7,891

１２月

取組紹介欄

8,021

5,603 6,049

９月

・クレームの発生撲滅に努める

２月 ３月

△

７月

996 669 731

１月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

１月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4,506

5,6697,238 6,906

１月 ２月
354

１１月
544

１２月
384

583807 809

1,064 719 1,003

１０月

３月

月別・累計共に目標未達となった。
来期でも会議資料等、データベースでのやり取りを意識し、
廃棄物削減に繋げていきたい。

499

９月 １０月

6,342 6,900

5,899 6,075

7,131 7,276

5,310 6,134

２月 ３月１０月
1,700

596

0

5,000

10,000
ガソリン（L) 2020年 2022年

0

500

1,000

1,500

一般廃棄物（kg） 2020年 2022年

0

2,000

4,000

6,000
産業廃棄物（kg） 2020年 2022年
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取組紹介欄

・洗い物はまとめて洗う等、無駄な水道水の使用を抑えて

　いる。

・蛇口の閉め忘れが無いように徹底している。

2020年

2022年

エコ製品の販売推進

取組紹介欄

・業務用エアコンの提案時に、スカイエアに対するFiveStarZEASの構成比を１０％に高める。
・SDGｓ・カーボンニュートラルとも絡め、提案を行う。

フロンの適正な回収と破壊（建設現場）

取組紹介欄

・法令を遵守し、回収したフロンについては、適正な破壊処理を行っている。
・毎年、定期的に報告書を作成し、近畿の各都道府県に提出している。

グリーン購入への取組

取組紹介欄

・再使用、リサイクルしやすい製品を優先的に購入。
・コピー用紙、印刷物等について再生紙を購入。
・環境ラベル認定製品の購入。
・購入計画を徹底し、余剰品の削減に努めている。

２月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
×

57 52 52 57 53

達成状況

・業務用エアコンについては、SAに対する
　FiveStarZEASの構成比を10％に高める △

〇

〇

52

・数値目標
取組結果とその評価、次年度の取組計画

今後も適切な処理を行う。

・法令を遵守し、回収したフロンについては、適正な
　破壊処理を行う。

・毎年、定期的に報告書を作成し、近畿の各府県に
  提出する。

達成状況

累計目標台数に及ぶことができなかった。
取引先のSDGｓに対する関心が高まってきているので、来期
でも継続してＳＤＧｓの提案を行っていく。

１１月 １２月 ３月１月１０月９月

48 5351 50 4952 54 52 56 52

４月 ５月
60

８月
5047 42 52

６月 ７月

数値目標

〇

50

55 55

0

20

40

60 水道水（㎥） 2020年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

外部からの環境上の苦情・要請等もありませんでした。 確認日：2023年3月31日

緊急事態の想定： 地震や火災などの発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

該当する家庭用機器の適正引渡し

ボンベ類の転倒防止、40℃以下、警戒標など

緊急事態対応の試行・訓練

大阪府条例（自動車流入規制）

深めることができました。この訓練で身に付けた知識を、今後の生活に役立てていきたいと思います。

PRTR法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

地域別騒音基準の遵守

化学物質のリスクアセスメントの実施と結果の周知

取扱責任者の選任、盗難・紛失の防止、表示等

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

前年度の第１種指定化学物質排出量等の届出

フロン類の適切な回収と破壊処理、並びに知事への報告、簡易・定期点検の記録・保存

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理、ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付等状況報告、契約書保管

高圧ガス保安法

騒音規制法

消防法

　 本社・営業所員　計28名

労働安全衛生法

毒劇法

防火管理者選任、消防計画書の届出

実際に消火器を使用した訓練や、地震や災害等の体験型プログラムを実施したことで、防災への知識と理解を

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

家電リサイクル法

2023/4/26（水）14時～16時 堺市総合防災センター

地震や火災などの体験談プログラム

自動車NOｘ・PM法

フロン排出抑制法

適用される法規制
廃棄物処理法
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

1）環境活動の一環として、全社で社屋近隣の清掃ボランティアを行っています。
■開始：平成22年（2010年）12月22日から
■範囲：社屋近隣周辺
■頻度：毎週1回始業前の朝8：20～8：35

2）大阪マラソン“クリーンアップ作戦”に今年も参加しました。
■開始日時：令和5年2月21日（火）  ８：２０～８：４５
■清掃範囲：玉造駅～本社までの道、公園など
■参加人数：23名

（ごみ拾いの様子） （集合写真）

・ 大阪市の地域貢献として、今年は23名の社員が参加してごみ拾いを行いました。

コロナウイルスの影響もあり、前回はクリーンＵＰ作戦への参加を見合わせたため、

今回が２年ぶりの開催となりました。
・ 玉造駅～会社周辺までを５班に分かれて、ごみ拾いを行いました。

集まったごみの量は「約2.82㎏」で、特にペットボトルや空き缶、タバコの吸い殻が目立ちました。

特にタバコの吸い殻は道路脇の植え込みや、側溝に落ちていたものが多かったため、
今回のクリーンUP作戦を通じて、会社周辺をより一層きれいにすることができました。
今後も引き続き、地域の環境改善に貢献していきます。

以上

代表者による全体の評価と見直し・指示

確認日：2023年6月1日

・二酸化炭素の排出について、電気、ガス、ガソリン、全ての項目で目標達成することができた。
引き続き、二酸化炭素の排出の削減に向けた取組みを徹底していきたい。

・エコ製品の販売促進については目標未達となった。SDGｓやカーボンニュートラル、また電気代の
高騰により、省エネ性の高い商品の需要が高まっている。引き続き、高付加価値商品の拡販に努めていき
たい。

・Web会議システムの導入やマイクロソフト365を活用しているので、今後も業務の効率化を図りなが
ら、柔軟な働き方に対応していきたい。

これまでの環境活動の紹介
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